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６クール日報（２月１４日～２月１８日）
	報告日
天気
	２月１６日（金）
晴れ時々くもり
気温　最高7度（最低1度）
	報告者
	山形県＠山口，武田
福島県＠齋藤，青山
高知県＠鳴川，愛媛県＠近藤
香川県＠矢野，徳島県＠木村
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	志賀町文化ホール

	（主な日程）
	6:20　　宿舎出発
7:40　　志賀町災害VC到着
8:00　　朝礼
8:40　　個人V受付
9:15　　県Vバス到着　オリエンテーション・送り出し（10:00完了）
10:00　　ボランティア送迎・現地調査・ボランティア活動調整
午後　　 翌日マッチング調整
15ː00　　現地調査帰還。情報入力・資料出力
17:15　　ミーティング
18:00　　業務終了　移動（宿舎まで移動）
19:30　　宿泊地に到着

	報告事項

	・ニーズ件数：新規17件／累計526件
・ボランティア：131人（県ボラバス50人、団体6団体59人、一般ボラ12人，運営ボラ10人）
・活動件数：21件、→完了14件、継続7件、キャンセル0件、
・現地調査：22件/累計195件
・本日より、マッチング班３名の内１名を現地コーディネートを含む現地調査班と兼任するような形で活動した。
・朝礼終了し、調整が済んだ後現地調査に行くことができたため、従来よりも現地調査の件数を増やすことができた。
・ボランティア活動中に怪我をされた方がいらっしゃった。富来病院で対応し、来所した県ボラバスで帰還された。

	今後の主な予定
	・明日は26件の活動予定。
・富来地区、東増穂地区を中心にエリアマッチングを行っていくことから、現地調査もその　地域を中心に行っていく。
・資機材班に２名増員を。応援職員の現調班の方から朝２名出すこととする。
・町長と鳥取県知事が来所。
・明日からボラ団体数が増加。暫時活動人数が20名程度増える見込み。

	調整課題・所感等
	・土日や今後の連休等で県ボラバス以外のボランティア(団体や個人)が増えてくることも予想される。本災害VCは現地調査後にマッチングを行っていることから、エリアマッチングに対応しうるニーズ件数を確保していくことが必要。日々１０～２０件程度の新規ニーズがあがってくるため、既存のニーズの現調を進めつつ、速やかにマッチングにつなげられるよう進める必要がある。
・マニュアル等を整備し、引継ぎができるようにしていく必要がある。

	その他
	



